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プログラムの重ね合わせによる場の構築
-郊外と学校とワークプレイスの複合 -
BUILDING A PLACE BY LAYERING PROGRAMS





　 I have planned a place to work in the suburbs.From the investigation of the current co-working space,I 
concluded that combining 'working place' and 'regional facility with diverse functions' is one way to plan 
a place to work in the suburbs.By layering "suburb","school" and "working place", I propose a place to 
connect the community and various people living there.
































( 図 1) エリアから見た利用者


























































































実際の重ね合わせでは、1 層の学校の特別教室 ( 例 :
調理室)と 2層の働き手が利用可能な様々な機能(例:
カフェ ) の間に、どちらとも関連するアーティストの























・「大磯町史 11 おおいそのれきし 別編ダイジェスト
版」/ 2009 / 大磯町
・「大磯学─自然、歴史、文化との共生モデル」/ 2013 
/ 伊藤 嘉一 編 他
・「東海道見聞録 きょうに新しい」/ 1992 / ニッセイ
エブロ株式会社 編 
・「神奈川県大磯明細全図 附自海水浴場眺望之景」/ 
1894 / 顕齋茂行 
・H27. 大都市交通センサス / 2015 / 国土交通省 








( 図 6) 空間のつくり方 / プログラムの重ね合わせ
1 層 : 特別教室
1 層 : 工作室
1 層 : 裁縫室
   間 : ファクトリー
   間 : アトリエ
2 層 : 託児所
2 層 : ショップ
( アーティストが先生となる )
( 活動を通した交流 )
2 層 : 働き手が利用できる機能
アーティスト空間
( 図 8) 働き手・児童の流れ
( 図 7) 単位の種類 ( 例 2 つ )
家 駅
児童 : 多様な人と様々な距離での関り
働き手 : 見る、 使うを通して町を知る /「働く」 という活動での町との関り
